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１．はじめに
　透視撮影検査や血管撮影検査における医療スタッ
フの使用に加えて、小児検査時における介助者の使
用など診断用Ｘ線防護衣（以下：防護衣）の使用は
多岐に渡っている。術者の被ばく低減のため、放射
線検査において防護衣の使用は必要不可欠となって
いる１）３）。その一方で、長期間の使用による劣化や、
取扱いや保管の不備による破損事例も報告されてき
た２）。どの施設においても、被ばく事故防止のため
に防護衣の管理体制の確立が求められている３）。そ
の管理方法であるが、表面の汚れや損傷を確認する
目視点検と透視点検が主な点検方法となっており、
特に透視点検は目視点検で確認できない防護衣の損
傷（①破れ②折れジワ③亀裂④弛み）が容易に確認
できる１）３）。当院では、Ｘ線透視装置を用いた防護
衣の定期点検を容易に行うため、バーコードラベル
を用いて防護衣の一斉管理を開始したので報告す
る。
２．方　法
2-1．防護衣の管理方法及び判定基準
　点検開始前に、各検査室の防護衣の総数、形状を
把握した。そして、全ての防護衣にバーコードラベ
ルと管理番号を割り当て、貼り付けを行った。点検
は目視とＸ線透視装置によって行い、透視によって
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要　旨
診断用Ｘ線防護衣（以下：防護衣）の使用は多岐に渡っており、放射線検査において防護衣の使用
は必要不可欠となっているが、長期間の使用による劣化や、取扱いや保管の不備による破損事例も
報告されてきた。当院では、防護衣の定期点検や管理を容易に行うため、バーコードラベルを用い
て院内防護衣の一斉管理を開始した。管理された点検記録を元に、防護衣の破損分類を行った結果、
破損割合は、検査室別では透視検査室や手術室など防護衣の使用頻度の高い検査室で、破損枚数、
割合ともに多くなっていた。防護衣の形状別の破損割合は、エプロンタイプが一番多く、以下コー
トタイプ、ネックタイプの順で多くなっていた。バーコードラベルで認証を行うことによって、透
視点検を行う際に登録ミスがなくなり、作業効率が上がった。また、防護衣に管理コードを割り当
て点検結果をファイル化することで、全体数の把握や管理が容易となった。
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破損が発見された場合は、経過観察が行えるように
画像を院内画像サーバーに送信・保存した。全ての
点検結果は、記録表を作成しファイルにて保管した。
当院で定めた防護衣の判定基準をTable 1.に示す。
破れや亀裂があるかどうか、またその大きさで区別
して、異常なし（Ａ）、要経過観察（Ｂ）、使用禁止
（Ｃ）（廃棄を薦める）の３段階に分類した。
Table 1．防護衣の判定基準
2-2．バーコードラベル貼り付け
　バーコードラベルの貼り付け例を Figure 1.、
Figure 2.に示す。点検時にバーコードラベルが確認
しやすい位置に貼り付けを行った。また、バーコー
ドラベルにはそれぞれ、管理コードが割り振られて
いる。管理コードは全10桁を使用した。上位３桁は
当院の医療情報課と相談の上、実際の患者様に使用
していない990の値で固定し、４桁、５桁目はモダ
リティまたは各検査室を表す数字を、６桁、７桁目
は使用せず、最後の３桁は各検査室の防護衣の通し
番号を表す数字とした。管理コードの例をFigure 3. 
に示す。このように、管理コード990、01、00、009
の場合は、一般撮影室に保管されている、管理番号
９番目の防護衣ということになる。
Figure 3．管理コードの規則性（例）
2-3．透視点検の流れ
　透視点検の流れをFigure 4.に示す。読取装置（バ
ーコードリーダー）を用いて防護衣のバーコードラ
Figure 1．バーコードラベル貼り付け例（１）
Figure 2．バーコードラベル貼り付け例（２） Figure 4．透視点検の流れ
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ベルを読み取ると、あらかじめ発行しておいた点検
オーダーが展開される。そしてMWM（Modality 
Worklist Management）転送によってＸ線透視装
置に登録した後、点検を行った。透視点検時の注意
点として、亀裂など破損の大きさが分かるように、
撮影範囲内にはメジャーを置いて撮影した。また、
点検者が毎回同じスタッフであるとは限らないた
め、点検者が代わっても破損部位がわかる位置で透
視画像を撮影し、経年変化がわかるよう院内画像サ
ーバーに保管した。透視点検中は、放射線防護上問
題となる重要な臓器のある体幹部分の亀裂に注目し
て点検を行った。
３．結　果
　Figure 4.に示した透視点検の一連の流れにより、
登録ミスがなくなり、作業効率が上がった。防護衣
枚数の推移と破損割合をTable 2.に示す。2012年の
点検時に、要経過観察（Ｂ）と分類した枚数23枚、
使用禁止（Ｃ）に分類した枚数12枚が、2014年の点
検では、それぞれ28枚と34枚に増加していた。その
結果、異常なし（Ａ）の割合が72.9％から62.0％に
減少しているのに対し、使用を推奨しない、使用禁
止（Ｃ）の割合は、9.4％から20.9％に増加していた。
要経過観察（Ｂ）の割合はほぼ一定であった。検査
室別の防護衣の破損枚数の割合をFigure 5.に示す。
検査室別では、透視検査室や手術室など防護衣の使
用頻度の高い検査室で、破損枚数、割合ともに多く
なっていた。防護衣の形状別の破損枚数の割合を
Figure 6.に示す。形状別の破損割合は、エプロンタ
イプが一番多く、以下コートタイプ、ネックタイプ
の順で多くなっていた。他の形状では、枚数は少な
いが、動作上負担の掛かることの多い生殖線防護タ
イプで破損割合が多くなっていた。
Table 2．防護衣枚数の推移と破損割合
４．考　察
　防護衣の破損は年々増加していると言える。この
結果より、現在年１回の点検ペース（点検間隔）で
あるところを、透視検査室にあるような使用頻度の
高い防護衣に対しては点検を頻繁に行う必要があ
る。特に、要経過観察（Ｂ）と分類した防護衣は半
年後も点検するなどの対策が必要であると考えられ
るが、防護衣の総数も増加傾向にあるため、現状で
は実施できていない。また、使用禁止（Ｃ）に分類
した防護衣には「使用禁止」のラベルを貼ってある
が、（Ｂ）に分類した防護衣にはそのようなラベル
がない。そのため、常に最新の点検結果を記載した
ファイルの確認が必要である。（Ｂ）に分類した防
護衣を業務中に使用する場合は、ファイルにて確認
した破損個所に注意して使用することを放射線科部
内ミーティングで診療放射線技師に呼びかけるとと
もに、質感の変化や使用感など気づいた点があれば、
すぐに管理担当のスタッフに知らせてもらうように
している。今後は、限られた時間内とマンパワーで
どのように効率良く、手分けして点検を行うのかが
課題である。また、現在は破れや亀裂など損傷の有
無またはその大きさのみで分類しているが、歩行や
座るといった動作（負荷）によって防護衣の損傷部
位に差が生じる可能性も考えられ、今後は破損パタ
ーンの解析も行う必要がある。
５．結　語
　バーコードラベルで認証を行い、防護衣の定期点
検を開始した。これによって、透視点検を行う際に
登録ミスがなくなり、作業効率が上がった。また、
Figure 6．破損（廃棄）枚数の割合（形状別）
Figure 5．破損（廃棄）枚数の割合（検査室別）
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防護衣に管理コードを割り当て、点検結果をファイ
ル化することで、全体数の把握や管理が容易となっ
た。
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